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          等

「知識・技能」
定期考査や小テスト等で適確に理解しているかを評価する。

「思考・判断・表現」
グループ学習やディベートを通して自分の考え・意見を的確に表現することができているかを評価する。

「主体的に学習に取り組む態度」
定期考査・小テスト・授業の質問・グループ学習の取り組み方を総合的に評価する。

・第Ⅱ部の続き、及びⅢ部以降については、３年次の「世界史探究」で行う予定です。
・２年次に「世界史探究」を選択すると、３年次に「歴史探究α」を選択することはできません。

学習計画および内容

第Ⅰ部　諸地域の歴史的特質の形成
　第１章　文明の成立と古代文明の特質
　第２章　中央ユーラシアと東アジア世界
　第３章　南アジア世界と東南アジア世界の展開

原始社会の特色及び古代国家と社会や文化の特色について、歴史的資料に基づいて文明の形成過程を
理解し、説明できるようになる。

第Ⅱ部　諸地域の交流・再編
　第４章　西アジアと地中海周辺の国家形成
　第５章　イスラーム教の成立とヨーロッパ世界の形成
　第６章　ヨーロッパ世界の変容と展開

中世国家と社会や文化の特色について、それぞれの文化圏がどのように独自の発展を行っていったのか
を地理・民族・宗教など様々な側面から考察し、理解すると共に自分の考えを論述できるようになる。

第Ⅱ部　諸地域の交流・再編
　第７章　東アジア世界の展開とモンゴル帝国
　第８章　大交易・大交流の時代

アジア世界の発展の中に起こる様々な国家形成について、それぞれの特徴や歴史的背景を知り、繋がり
をおさえる。

・世界の歴史の展開に関わる諸事象について、地理的条件や日本の歴史と関連付けながら理解するとと
もに、諸資料から世界の歴史に関する様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付ける。
・歴史に見られる課題を把握し解決を視野に入れて構想したりする力や、考察、構想したことを効果的に
説明したり、それらを基に議論したりする力を養う。
・世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事象について、よりよい社会の実現を視野に課題を主体
的に探究しようとする態度を養うとともに、多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国
民としての自覚、我が国の歴史に対する愛情、他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自
覚などを深める。

「知識・技能」
教科書の内容を理解しているか、その背景にある文化を明確に読み取ろうとしている。
教科書や資料集等から情報を正確に読み取ろうとしている。

「思考・判断・表現」
教科書や資料を通して、自分の考えや意見をまとめようとしている。

「主体的に学習に取り組む態度」
積極的に授業に参加しようとしている。
科目に対して、自学自習などを行おうとしている。
グループ学習等に進んで取り組もうとしている。


